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西ブロック学校関係者評価委員会 

Ⅰ 活動の記録 

 ①  ７月 ２日（金） 第１回学校関係者評価委員会 １５：３０～ 第二小学校 

 ② １１月１１日（木） 学校視察  幌向小学校 

 ③ １２月１７日（金） 学校視察  豊中学校     

 ④  １月１９日（水） 第２回学校関係者評価委員会 １５：３０～ 第二小学校 

 

 

 

Ⅱ 評価の概要 

  

１．幌向小学校 

（１）学校評価点検表 

 評価点 

１ 重点目標が、学校運営改善の視

点として、適切であるか。 

 

  ＊何を、どのように、どんな取り組み

で改善を図ろうとしているかを伺

うことができるか。 

   また、前年度の反省が反映されてい

るか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

５ ２   

○学校目標達成に向けての取り組みが明確に設定されて

いた。 

○重点目標が学校経営の方針であれば、わかりやすい内

容である。 

○あいさつにつながるような目標は感じられなかった。 

○子どもたちに「社会への自立、自律」を目指していることが

明確でわかりやすかった。 

○前年の反省が重点目標に反映されていると思う。 

○課題一つ一つ丁寧に取り組んできた成果が一年後のアン

ケート結果に繋がっていると思います。 

○見解を反映しやすく取り組まれている。 

２ 評価項目の内容や項目数は、適

切であるか。 

 

 

  ＊評価内容が目的を持ち、わかりやす

く表現されているか。また、 

  評価項目の数も適当であるか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６ １   

○6 年間の差があるため、項目の表現が少し難しいと思

う箇所もある。 

○アンケート内容や項目数は適切であると思う。 

○ICTの活用についての項目があってもよい。 

○小中連携会議で、それぞれのアンケート項目の交流が

Ａ：達成している      Ｂ：おおむね達成している 

Ｃ：やや課題がある     Ｄ：課題がある 



できたことは、成果と考える。 

○学校行事の有無、二学期制になったこと等の状況に応

じて設問を増減するなど適切な対応だと思います。 

○児童、保護者、教職員それぞれの視点が生かされるよ

うな項目になっている。 

３ 評価の時期や方法は、適切であ

るか。 

 

 

  ＊児童生徒・保護者アンケートや自己

評価の時期、方法、内容などが適切の

おこなわれたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６ １   

○アンケート回収率が９０％を超えていることを考え

ると時期や方法は適切だった。 

○ロイロノートを使って行うなど個別対応がし易いよ

うに工夫されていると思います。 

○夏冬の 2回の実施で、児童の変容をとらえることがで

きていた。 

４ 評価結果の集計や分析の仕方、

情報の公開が適切におこなわれ

ているか。 

 

 

  ＊集計の仕方や分析の仕方、表現の仕

方などがわかりやすいか。また、情報

の公開の仕方が適切であるか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

４ ２ １  

○夏冬の比較は見やすく、児童の変容の分析は興味深

い。 

○ポジティブ回答、平均値だけではなく、昨年との比較

や評価につながった要因など良くても悪くても示して

くれると保護者の参考になると思う。 

○アンケート結果を各項目毎に丁寧に分析されている 

。グラフも大変見やすい。 

○割合が少なくても改善すべき点があると判断したネ

ガティブ評価にも着目するなどよくしようとする想い

が伝わります。 

○重点課題についての経年変化を追っていて、丁寧に分

析が進められていた。 

５ 学校の教育活動を通して、児童・

生徒や学校の変容が感じられる

か。 

 

 

  ＊教育活動の参観などを通して、児童

生徒の変容や教師の取り組みの努力

を伺うことができたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６ １   

○参観してもらい、意欲的に取り組むことができた。 

○児童にも保護者にも分かりやすく、また理解できるよ

うな伝達ができていると思う。 

○学校視察の感想から、子どもたちの目線で教育活動が

行われていることがわかった。 

○先生方の努力の賜物だと思います。 

○コロナ禍での生活や学校教育のスタイルが変化する

中で、学校としてのはたらきかけが変容となってでてき

ていることは成果であると感じる。 



 

（２）評価のまとめ 

 学校評価に取り組むスタンスが確立されており、重点目標や課題に対して向き合おうと

する様子が見られた。 

 児童、保護者、教職員相互の視点での評価が行われており、課題が共有され改善にむけ

て取り組んでいると感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ２．豊中学校 

（１）学校評価点検表 

 評価点 

１ 重点目標が、学校運営改善の視

点として、適切であるか。 

  ＊何を、どのように、どんな取り組み

で改善を図ろうとしているかを伺

うことができるか。また、前年度の

反省が反映されているか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６ １   

○前年度の反省内容が明確ではなかったと思う。 

○協議を重ね、「改善を志向する」を意識した取組ができ

ていると思います。 

○三者のアンケート結果から浮かび上がってきた課題

を共有、改善を図ろうとする努力を感じた。 

○内容に共通性を持たせ、認識の違いを解消する姿勢が

感じられる。 

２ 評価項目の内容や項目数は、適

切であるか。 

 

 

  ＊評価内容が目的を持ち、わかりやす

く表現されているか。また、 

  評価項目の数も適当であるか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

５ ２   

○小中で内容を精選し、適切な評価項目だった。 

○とても細かく色々な視点でアンケート結果を集計し

ている。職員会議での内容の記入もあり、来年度にむけ

ての改善点の意識が共有できている。 

○項目数は適当だと思う。ICTの活用についての項目が

あってもよいと思う。 

○保護者から「アンケートの主体が不明確」という意見

もあるため、今後の対応が期待される。 

○生徒の生活環境の変化から新たに項目を立ち上げる

など、工夫がされたいた。 

 

３ 評価の時期や方法は、適切であ

るか。 

 

 

  ＊児童生徒・保護者アンケートや自己

評価の時期、方法、内容などが適切の

おこなわれたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

７    

○アンケート回収率が９０％を超えていることを考え

ると時期や方法は適切だった。 

○生徒は無記名による提出とのことで、年齢に応じた対

応で良いと思う。 

○短期間に回収率も高く、生きた分析がされている。 

 

４ 評価結果の集計や分析の仕方、

情報の公開が適切におこなわれ

ているか。 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

４ ３   

○集計結果が重複しているものがあったので、まとめて

はどうか。 



 

  ＊集計の仕方や分析の仕方、表現の仕

方などがわかりやすいか。また、情報

の公開の仕方が適切であるか。 

○不登校生徒も増えており、保護者アンケートの記述部

分も関連した方がよいかと。 

○分析結果はとてもわかりやすく傾向が把握しやすい

と思うが、見せ方（色あいなど）に工夫があってもよい

と思う。 

○自由記述部分も公開するなど、少数派の声も大切に改

善に繋げていこうとする姿勢がすばらしいです。 

○学校便りに掲載するなど、生徒や保護者と結果を共有

できるよう努めている。 

５ 学校の教育活動を通して、児童・

生徒や学校の変容が感じられる

か。 

 

 

  ＊教育活動の参観などを通して、児童

生徒の変容や教師の取り組みの努力

を伺うことができたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６  １  

○参観ができず生徒の様子がつかめなかった。変容を読

み取ることがわかりづらかった。 

○教師の取組の努力を見える化するとより一層変容が

感じられるような気がする。 

○ネガティブ意見が増えている項目もあるが、改善に向

けての前向きな姿勢が学校側から汲み取れるため、来年

度の改善に期待したい。 

○自己肯定感の高い生徒が多いように感じ、先生方が肯

定的に生徒を向け止め接しているのではと推察します。 

○コロナ禍での生活や学校教育のスタイルが変化する

中で、学校としてのはたらきかけが変容となってでてき

ていることは成果であると感じる。 

 

 

 

 

 

（２）評価のまとめ 

 状況の変化に柔軟に対応し、評価内容の工夫が感じられた。 

 生徒の無記名など実態に応じた対応と各部会における分析から課題や工夫が学校全体の

ものになっていると感じる。 

 自由記述部分の公開や学校便りを通した共有方法など工夫が感じられた。 

 

 


